
山陰地方における圃場の昆虫群集の研究

　　　　　Lキャベヅ畑におげる．．昆虫群集繊率
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’．ユ最近，福島は主として東北地方で，中尾は九州地方で

果樹園あるいは作物圃場を生活圏とする昆虫類を群集生

態学的立場から研究し，昆虫群集の構造やその変遷など

を明亭かにレた・・また実際再では害虫防除あるいは晦苧
歴作製上め量婁ぜ資料を提棋している。・従粂から各作物

の重要害虫個’々の研究は広範しかも詳細に行なわれてい

たカ斗栽培法め進歩，新作物の導入などによって昆虫類

の生活する圃場環境はますます複雑になりつつある．さ

坪撃9蝉な進蝉弊寺戸卒李るギは聯竿用
1こよる生物相の鍾乱は種々の弊害を起し，重要な問題と

なっている．これらの問題を解決するためには，最も基

礎的な研究カ、ら出発せ苧亭幸え叫∴．1まず栽培作物を中、

心にこれをとりまく昆虫相を明らかにし，さらには各種

の相互関係，全体としての動きなどをはあくし，その後

において害虫防除法を検討しなければならないと考え

る二そこで著茸らは山陰牢々下栽堵芦芦る果樹や作物幸

碑に昆虫辞寧解明しつつあるが・本報では松江坤方

のキャベッ柚におピ・て，春と秋に実施した調査を報舎す

瓜　　」　」

　　　　　　　実験材料およぴ方法止

　実験は19今亨弔．松江市（農大付近）に栽培されたキャ

ベツδ春作，秋作畑で実施した。調査地の概況は第1図

・に示した。春作キャベツは「中野早生」，秋作キャベツ

は「長野1号」で栽培法は二期とも同じであった．調査

方法は藩秋作とも同じ設計で雪図に示．した記号の1’の一一

A7G・．8の今～9・1亨のA～G・・∵・9ように・，、7殊牟

きにA～G？幣を選定し茅．．7回の調琴㌃応全株甥査

が終了するようたし，各株1と生息している昆虫類を全部

鐸集レて種別1伸体・ステージ別に記録保存し㍉昆牢相

や群集構造だけでなく，各種個体群の動態解析もできる

ようにした．個体群の動態は別報とする。

　　　　　　　　実　験結　果

　膏作は4月16早㍗…丹28目幸で，秋作は10月8目γ

11月20目までのおのおの43目間，それぞれ7回の調査で

採集記録した昆虫類は春作でモンシ台チョウほか10種と

アブラムシ類，ゾウムシの一種セあり；秋作ではモンジ

ロチョーウほか7種とアブラムシ類；アブラムシの寄生蜂

類であった．アブラムシ類は．肋θ｛0・仰θろ・州ε・㍗，∵

肋0pαZ08印肋mρ8θ〃0ろ7α∬北αe，〃γ刎8ρ㈹ε0αθの

5種であるが，そのうちでは”γ伽ρθ・・ε・αθが個体数

牟多かった一アブラムシの寄隼蜂類は，アブラムシの体

の肥大変色をもって寄生蜂類の個体数とした．この調査

結果を第1表および第2表に示した。

　1．昆虫相

　春作の場合：4月16目～5月28目まで43日間，7回調

奔牽実施したが・この期間は松江地方の春作キャ、γの

生育初期から結球して収穫まぎわに当る？表に示レた共
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Table i . Specie~ tomposition of insect comm:unity in ' a cabbage field of spring 

(Nun~erals in parent~eses ip~~c,ate the percentage abundance of each species) 

Species 
Date 

Apr. 16 Apr. 24 May 1 May 7 May 14 

Pieris rapae crucivora BOISDUVAL (~~: ~/S/12 ~ ~ t7) 

Plusia lbigrisiglha WALKR (~ 7~~~~)/1~ T7l~) 

Spilosoma lubricipeda LINN.~ (+/~~ ~7~z'~~ ~: h l) ) 

Barathra brassicae LlNN~ (~__h I~~~) 

Plutella maculipelhlhis CURT~S (~::1 ~~;~) . 

kylil~a f~mosa BUTLEY ~7~~ ~ ,;/ ~ iJ ~)'- = _~ : 

Hyme/bia recurvalis FABRICIUS (SITn~~ ~/ )! 4 ;~) 

Udea forficalis L~INN~ (~~l )! 4 ~f) 

Apalvte'lbs :glolioerbtus LlNN~ (f~r~'S/ ~ ?:~')~~) 

Aphididae (~7~~ ~ S/'~~~) ~ ' ' ~ ' " 

Cutculionidae sp. , (/.~~: J:~ S/~)-~~:) 

Phytpmyza atricorni~ MEIGEN (~r;e::~]J=/~,Jl) 

Chrysolil~a aurichalcea MANl~ERHEIN (~3 :E:~1~~: S/) 

Total 

25(78.1) ,,~9(.7,2.8) 125(85.7) 165(55.5) 

6 (7.4) 20(1~.6) , 59(i9 5) 

1 (1,.6) , 

52(1 O . 5) 

1 65(~8 . 2) 

41 (9.6) 

~ (0.7) 

4 (0.9) 

2 (0.5) 

2' (0.5) 

7(21 .9) '- '15(18.5)' ' 4, (2.'7~ 45(1,4..~5 207'(48.6) 

~' (2.'b) , ~ (b'.~) 

1 (0.2) , 2 (0.5) 

52 ~1,00) '81 (100), = 147(10D) 506 (100) 426 " (1 OO) 

Table , 2 . Species_ composition of ~irisect dommu~rity~' i4 a caipbage 'fielc pf autumn 

(Numerals in parentheses indicate ' the' percenta:gd '-abuttdance of' eat'h 'species) 

S pecies 
Date 

Oc, t, 8 Oot. 15 Oct. 22 Oct. 29, ' Nov. ~5 

Pieris rapae crucivora BoisDU~AL (~ ;/S/1::t'~ ~l'T~) 

Plusia nigrisiglva WALKR (~c ~~~':~)/~~ T7'1~) 

Barathra~ brassicae LINN~ (~ h T~;~) 

Plutella maculipelhlbis CURTIS (:1 ~~';~) 

Arct.ia caja LmN~ (~ h '1J ;tf) 

beb~a ulrdalis FABRICIUS (/~4 ~~'~ / ~,4,;~)' 

Athalis 'japanelhsis .Ro~wER (~ 7'.7~'/'~'~) '~ ' '. 

Apalhiel~s glomeratus LNN~ (7;~l!: S/ ~ ~~)~~'~) , 

Aphididae, (7 ~~ ~ S/~~4) ,' ' , - ' .' . - . , , 

Larval parasites of the aphid (~7~~ J~S/~)~~~~~~) 

Total , ' 

6 (O'.'2)' ~ 12 '(d'.5)- - ' 5 (0.1~ 7 (O:4) 

'5~(O.'1) .'7 '(0.1) . ,5; ~'(O..1)" '5 (O".5~ 

214 (6.2) ~' 59 ~l.5) '~~~'~j.~) ' '47 (2.7)-

5 (0.1) I (0.0) 2 (0.1,) 2 ~0.1) 

' ' I '(0.0) ' ' 

1 (O',O) 

. . , _ I (0.0) '2 (0.0) ' ', , , 
3257(95 . 2) ~60 ~ ,(98 : 2) ~448(98_. O) 16'61 (95 ..4). 

'7 (C.'2)' ':6./(0.1) "'9 (D:-5) .19 (1.1): 

5494 '(100) 566~,~ -~1'OO) 5~~?, ('100) 1742 '(1bO) 

- 4 " (O . 9) 

14 '(5.0) 

20 (4s 5) 

5 (1.1) 

1 , '(p . 2) 

405(87 . I ) 

16 (5.4) 

4~5 (100) 

~ iC. C~)~~~C~),~;~+.~~~:~~!~~~1~ .1,849 I~~･.t*-., ~~'CD 

~'~ CD~:~f~~}~~ :/ S/'In ~ 3 T~ ~~,',.f'~ ~~I 4~'~;~ 'CD 45.97 ~ 

C~)~~~~~~~bC~*~C' ~~:i~(7~~7--~.S/~~:~~~~~. C 

CD~~l~l~~~~~7;~'ff~ ~'S/~~~:' ~~~>~;*-: 7f~ ~ 

S/~;~~)~f~);~~1JA* j~ 52.72~, ~~)[~~l~~ ?~h~ :/1~ 7~~' 

'/¥"~i~' ~ h ~~ ~i; ' ~/~-j~ '::r~~'~ t h l) '.' ~'~E: ~ IJ /~:c. ' 

::1'h;tf. 7~~~~ ~ IJ-~~':. ~1~;~til.~:4_ .jf,. .~1:E:~~ 

j¥J~ S/. ~h/ yc 4 )~. 7i~7:AL~/"s=._,7~~/~~., =･,')',~ A S/~) 

1 ~~~ ~~ 1) f*-. 

- ' ~~rF(D~~}~i~aBA~T : 10~l 8 ~-11)~:20~ ~;~1~(Z)~1~~e~~fF(k 



May' 22~ 

216(55 . 6) 

109(18.0) 

77 (12.7) 

7 (1.1) 

2 (O .5) 

1 (0.2) 

5 (c.5) 

1 86(50 . 7) 

4 (0.7) 

1 (0.2) 

606 (1cO) 

Nov. 12 

12 (2.0) 

7 (1.2) 

24 (4.0) 

10 (1.7) 

5 (0.5) 

2 (0.5) 

554(89 . I ) 

7 (1.2) 

599 (100) 

May 28 

64(25 . 5) 

19 (7.6) 

1 (0.4) 

15 (5.9) 

4 (1 .6) 

1 (0.4) 

1 (0.4) 

1 (0.4) 

1 41 (56 . 2) 

4 (1 .6) 

251 (100) 

Nov. 20 

16 (6.0) 

15 (4.9) 

25 (9.4) 

1 (c.4) 

2 (c.7) 

2 (0.7) 

1 (c.4) 

1 (0.4) 

~ ~~ I~ ' it~~I~EEI : 

Total 

81 5(45 . 97) 

254(16~ . 74) 

2 (c.11) 

127 (6.87) 

15 (0.81) 

5 (0.27) 

2 (0.11) 

2 (0.11) 

4 (0.21) 

605(52 . 72) 

12 (0.65) 

5 (0.16) 

5 (0.27) 

1849 (1cO) 

Total 

62 (0.45) 

56 (0.41) 

417 (5.c5) 

24 (c.17) 

6 (0.04) 

6 (0.04) 

1 (c.O1) 

4 (0.05) 

199(74.5) 15105(95.50) 

7 (2.6) 71 (0.52) 

267 (1cO) 15752 (100) 
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Rank In individual number 
Frg. 2 Changes in insect community in a cabbage field of 
spring, as shown by the geometrical progression method. 

oct 15 oct.8 oct 22 

, . . oct.29 
l oo, 

H o (L) 80 

~ o
 

o ;
:
 o

 o 
~I~J 20 

.* 

~l 
. <p~~~~~y<:~ ~e~p:l~p･~~ ~~ ~~:Ho.~~~ ~Pq~A.H~Q~-~ 53 o * 

H Nov.12 Nov . 20 
0.7 

.! 4 

~ 80 0.6 3 2 j::~l o 
o
 

p~ 40 

20 

~~~~~~~~ AFq~oo~~~~'~p.:~o*H0.~~0~ ~ ~:" ~~ ~~o ~Po~c h< ~ a) ~~ o.~~.p.~* 
~pq<;~~c~o ~eo 

Rank in individual number 
Fig. 5 ･ Changes in insect community in a cabbage field of 
autumn, as shown by the geometrical progression method 

PiRC : Pieris rapae crucivora BOISDUVAL 
Ap : Aphididae 
PIN : Plusia lhigrisiglha WALKR 
SpL : Spilosolna lubricipeda LINN~ 
BaB : Barathra brassicae LlNN~ 
PhA : Phytomyza atricornis MEIGEN 
CuS : Curculionidae sp. 
UdF : Udea forficalis LINN~ 
ApG : Apalhteles glomeratus LINN~ 
ApP : Larv~~il parasites of the aphid 
ArC : Arctia caja LlNN~ 
OeU : Oebia ulrdalis FABRICIUS 
AtJ : Athalis japoweTbsis ROHWER 
PIM : Plutella maculipelbl7'is CURTIS 
XyF : _Xylilha fumosa BUTLEY 
HyR : Hymelhia recurvalis FABRICIUS 
ChA : Chrysolilba aurichalcea MANNERHEIN 
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した。2位はヨトウガで3．03％と非常に個体数の上で

は少なくなっている．その他ではモンシロチョウ，タマ

ナギンウワバ，コナガ，キバラゴマダラヒトリ，カブラ

バチ，アオムシコマバチ，アブラムシの寄生蜂であっ

た．

　2．優占種の発生肖長

　第1表でわかるように，春作では全期間を通じてモン

シロチョウの発生が認められ，しかも勢カの上で他を圧

している．このモンシロチョウとちょうど同時期にアブ

ラムシ類が出現しているが，モンシロチョウよりもいく

ぷん遅れて勢方をもち，終息もおそいように見られた。

さらに個体数の点ではモンシロチョウやアブラムシに劣

るが，重要害虫と認められるタマナギンウワバの発生が

4月下旬から5月下旬にわたって認められる。またヨト

ウガが5月上旬から下旬にかけて出現する。

　秋作では調査初期からアブラムシ類が発生しており，

調査末期まで認められるが，時期が進むにつれて個体数

は減少して行くが，他種に庄倒的勢力を示している。し

かしながらこれは個体数の上から論じているので，他の

害虫と同等な取り扱いをする点に問題が残されている。

ヨトウガは10月上旬から既に発生しており，全期間を通

じて認められた。他のモンシロチョウ，タマナギンウワ

バ，pナガ，アブラムシの寄生蜂類も個体数は少ない

が，秋作期間中キャベツを中心に生活している。その他

の種は採集個体数がきわめて少なく発生消長の検討は不

可能であった。

Tab1eろ　Va1ues　of　a　and．b　obta1ned1n　each

　　t1㎜e　m　the1aw　of　geometr1ca1progress1on

　　1Log　y＋ax＝b，offered－by　M0T0MURA　i皿1932．

　3．群集構成

一地方の一区域内に見出される動物各種の個体数を多

い順に配列すると，等比級数的関係（1og　y＋ax＝b）
　　　　　　　　（11）
が認められると元村が提示した方法によって、春作。秋

作のそれぞれ調査日別の種類と個体数を示したのが第2

図および第3図である．この実験式の定数を第3表に

示した．春作の4月／6目から5月1日までの期間内は，

モンシロチョウを優占種としてアブラムシ，あるいはタ

マナギンウワバがこれに続くが，5月中旬からはモンシ

ロチョウとアブラムシの位置カ去一定しなくなってくる。

群集構成をみると，初期においては密度も低く㌧群集は

単純形態を示すが，時期が進むにつれて密度は高くな

り，群集も複雑になって行く。秋作は春作よりも調査初

期から密度はきわめて高いが，群集もかなり複雑である．

そして時期が進むと密度は低くなるが群集構成はますま

す複雑になって行く。また春作と秋作を比較してみる

と，第4図に示したように，春作の群集形態は秋作より

も複雑であるが事密度は秋作よりも低い。この実験式と

して，春作で1og　y＋0．25x＝3．15，秋作で1ogy＋0．40x

；4．00が得られた。

Date

Apr11　　　　／6

　　　　　　　24

May　　　　　1

　　　　　　　7

　　　　　　　14

　　　　　　　22

　　　　　　　28

October　　　　8

　　　　　　　／5

　　　　　　　22

　　　　　　　29

November　　　　5

　　　　　　　12

　　　　　　　20

a

0，60

0．60

0，75

0，40

0，31

0，33

0．35

0．65’

0，75

0，70

0．65

0，45

0，40

0．35

b

2，00

2．35

2，80

2，75

2，56

2，87

2．42

3，90

4，15

4，00

3．60

2，90

2，95

2．50
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　　of　spring　a皿d　autumn，shown　by　geome批ica1

　　progression正nethod．

　　　　　　　　考　　　　　察

　春作キャベツで採集した個体数は秋作のそれよりも非

常に少なかった・春作キャベツにおける昆虫群集のうち

で，モンシロチョウやアブラムシ，タマナギンウワバな

どはその勢カの上からも，キャベツに対す．る加害の点か

らも，ともにキャベツ畑の重要な害虫の位置にある。モ

ンシロチョウは4月の調査初期から5月7目の調査まで

卵が発見され，成虫の産卵最盛期は4月下旬から5月上

旬にみられた。幼虫は4月下旬から出現し始めて，5月

14日から22日の調査時を最盛期として5月下旬に急に個

体数が減少する。5月下旬にはほとんど蝿の状態にな
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る。このモンシロ，チョウ幼虫の発育最盛期はキャベッの

生育最盛期に一致するため，本虫の被害は非常に太き

く，したがって松江地方における春作キャベツの害虫と

してはきわめて重要な種類である．アブラムシ類は5月

から急に勢力を増すが，この時期にはキャベツはある程

度生育が進み，開葉数も多くなっているし，アブラムシ

の寄生部位が比較的下葉の地面に接した位置に多い関係

からキャベツの生育が阻害され享そのために収穫ができ

なくなるほどのことはないが，発生回数や個体数の上か

ら，やはり対策は必要である．タマナギンウワバはモン

シロチョウやアブラムシほど個体数は多くないので直接

被害をこうむるキャベツの株は少ないが，タマナギンウ

ワバの加害様式からみて，モンシロチョウやヨトウガ以

上に警戒しなければならない重要な害虫である。本種は

キャベツの結球部に深く侵入加害するため，市場での商

晶価値は全くなくなる．本種は4月下旬から成虫が出現

，し。5月上旬が産卵最盛期で。．幼虫の発生最盛期は5月

中旬から下旬となり，春作キャベツの収穫則を幼虫が加

害することになる。他の種類は春作ではきわめて勢カが

弱く，したがってその被害も大きくはない。

　秋作のキャベツ畑では春と違って，アブラムシの勢力

が他を完全に圧倒している。しかしながら，前述したよ

うに個体数は多くそも春イ乍で見られたように、キャベツ

の下葉に寄生するものが非常に多い点からみて，直接の

被害は他の鱗翅目などとは比較にならないが，高密度の

場合は対策が必要である。またアブラムシ類に対する寄

生蜂の寄生もかなり見受けられるが，アブラムシ類の勢

カを圧しきるほどの効果は認められない．秋作で問題に

なる害虫はヨトウガである。ヨトウガは／0月上旬の調査

時に既に産卵期が終ったものと認められ，ごく少数の卵

が発見されたにすぎないが，艀化直後の幼虫はかなり多

く，年令構成を調査してみると，10月上旬から11月下旬

まで各令が存在していた。ヨトウガはモンシロチョウよ

りもさらに食害が激しく，モンシロチョウよりもヨトウ

ガが生息しているキャベツの被害は常に大きい．モンシ

ロチョウは10月上旬から11月上旬にかけて，卵・幼虫。

蜻などま’じり合っているが，11月上旬を過ぎると幼虫

の勢カが強くなり，キャベツ葉が食害されることも大き

くなる。タマナギンウワバは10月中旬まで卵が多いが，

中旬を過きるとほとんど幼虫はかりとなり，調査末期の

11月20日には多くの幼虫が採集されたが，この頃も春作

と同様に既に結球株が多いから，本種の被害は大きくな

る。秋作ではヨトウガ，モンシロチョウ，タマナギンウ

ワバが重要な害虫と認められ多世代数や密度の点からみ

てアブラムシにも注意しなければならない．

　春作においても秋作においても昆虫相の組成そのもの

は他の作物に比較して非常に単純と言えるだろう．さら

に松江地方でキャベツの栽培上とくに注意を払わなけ

ればならない種類は2ト3種であるように認められるか

ら，これらの防除対策を充分考えるならば，比較的容易

に害虫の被害を無くすろことができると思う。春は季節

的にみても越冬虫が活動を開始する初期段階であるか

ら，キャベツの生育初期から後期に向かって，昆虫類の

生息密度も高くなるし，群集構成も複雑になって行く

が，秋作では，春作とは全く逆に時期が進むと昆虫類の

生息密度は低下して行くが，群集構成は春作と同様にキ

ャベツの生育が進むほど複雑になって行く。春作・秋作

の昆虫相や群集構成を吟味してみると，春作は秋作より

も種類が豊富で群集構成は複雑であるが，各種の個体群

密度は非常に低い。

　　　　　　　　摘　　　　　要

　この報告は，1％3年に松江市内に栽培されていたキャ

ベツ畑の春作および秋作における昆虫群集の構成と季節

的消長について調査したものである。

1．春作圃場で採集した種類は11種とアブラムシ類およ

　びゾウムシの1種で，採集総個体数は／，849個体であ

　った。

2．秋作で採集した種類は8種とアブラムシ類およびア

　ブラムシ類の寄生蜂であり，採集総個体数は／3，752個

　体であった。

3．この調査結果から群集構成を吟味してみると，春作

　圃場では，モンシロチョウ・アブラムシ群集が4月中

　旬から下旬に形成され，5月上旬から中旬にモンシロ

　チョウ，アフラムシ，タマナギンウワハを主要種とす

　る群集になり，5月中旬から下旬にかけてモンシロチ

　ョウ，アブラムシ，タマナギンムワバ，ヨトウガを主

！要種とする群集構成になる、秋作圃場では／0月上旬か

　ら下旬までアブラムシ，ヨトウガ群集が構成され，11

　月上旬カ干ら下旬までアブラムシ，ヨトウガ，モンシロ

　チョウ，タマナギンウワバを主要種とする群集が構成

　される。

　　　　（11）
4．元村の等比級数の法則に従って処理してみると，4

　月から5月中旬にかけて個体群密度は増加する傾向を

　示す。そして群集構成は5月中旬から下旬に最も複雑

　になる。秋作では／0月上旬から中旬においては群集構

成は単純であるが，個体群密度は高い。そして11月下

　旬に群集構成が複雑になる．

5．春作は秋作よりも群集構成は複雑であるが，個体群

　密度は低い．

6．キャベツ畑の重要害虫は，モンシロチョウ，ヨトウ

　ガ，タマナギンウワバ，アブラムシ類である。
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Summary 

In this paper an attempt was made to make clear the faunistic composition and its seasonal 

change in a cabbage field of spring and autumn 

The all insects on cabbage field were collected weekly from early April to 'late May of 

spring and early October to late November of autumn in 1965, and obtained results were 
treated after MOTOMURA'S geometrical progression formula (1952) 

The composition of the major species in a cabbage field are shown in Table I and 2 

The succession of structure of insect community in a cabbage field was summarized as 
f ollows; 

(Spring field) 

PiRC. Ap-association in the middle to the latter part of ' April-PiRC ･ Ap . PIN-association 

in early and middle May-PiRC ･ Ap ' Pl~r ･ BaB_association in the middle to the end of May. 

Ap ' BaB_association in the_ beginning to the end of October->Ap.BaB･PiRC･PIN-association 

in the beginning to the latter part of November 

The geonc~etrical progression formula Log y + ax = b, given by MOTOMURA (1952) are 
shown in Table 5 and ~igure 2 - 5 . 
*+~*Th*ere "*."' rs the number of mdividuals of one specles per umt area "x" is the rank in 

individual number of each species, the value of "a" is a constant indicating the complexity 

of =association and value of "b" is a constant showing the population density of the associ-
ation. 

The number of individuals was observed to increase from April unitil May, and the 
faunistic composition was most complex in the middle -to the latter part of May* At the 
beginning to the nliddle in October, the fauna showed the most simple in the composition 
though the population was high,, but in the later ,part October to the end of November it 

became complex 
The most important injurious insects in a cabbage field were Pieris rapae cruivora, Plusia 

l~igrisigna, Barathra brassicae and Aphidiae 


